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「地元の元気プロジェクト」
～明治安田生命の地方創生の取組みについて～ 
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１．会社概要 2

当社のプロフィール

正式名称 明治安田生命保険相互会社

創業 明治14年（1881年）7月9日

総資産 44兆2,472億円

基金総額 9,800億円
（基金償却積立金を含む）

社員（ご契約者）数 6,232,565名

グループ保険料 3兆6,702億円

営業拠点数
(2023年4月1日時点)

支社・マーケット開発部 105
営業部・営業所等 1,047 法人部 20

従業員数 47,385人
（うち営業職員「ＭＹリンクコーディネーター等」36,546人）

※営業拠点数以外は2023年3月末時点



１．会社概要 3

明治安田フィロソフィー
明治安田フィロソフィーのもと相互会社として、「社会的価値」向上と「経済的価値」向上の
好循環を実現し、社会の発展とご契約者の利益を両立させる経営を推進

確かな安心を、いつまでも

 信頼を得て選ばれ続ける、
 人に一番やさしい生命保険会社

お客さま志向・倫理観
挑戦・創造
協働・成長

経営理念

「私たちは何者か」

企業ビジョン

「私たちは何をめざすのか」

明治安田バリュー

「私たちは何を大切にしていくのか」

お客さまとの絆

地域社会との絆

働く仲間との絆

未来世代との絆



２．２「大」プロジェクト 4

めざすブランドイメージ

Ｊリーグ・日本女子プロゴルフ協会 （ＪＬＰＧＡ） へのスポーツ支援を通じた協働を
柱とした２「大」プロジェクトにより、ブランドイメージの浸透・定着に取り組み

健康増進型商品・サービスや
運動機会の提供等を通じ、
お客さまの健康増進をサポート

地域と連携した取組みや
スポーツ応援等を通じ、地域の
みなさまの交流機会をサポート

スポーツ支援を通じた健康増進・地域貢献の取組みにより、当社らしい社会的価値を創出

©J.LEAGUE

■ Jリーグとの協働 ■ 日本女子プロゴルフ協会との協働
• 「Jリーグウォーキング」 の開催
• 「小学生向けサッカー教室」 の開催
• Jリーグ公式戦のスタジアム観戦

• JLPGAプロによるティーチング活動
• 「小学生向けスナッグゴルフ教室」の開催 
• 動画コンテンツ 「おうちで健活」 での
ゴルフレッスン等の提供

２「大」プロジェクト



3．Ｊリーグとのパートナーシップ 5



４．「地元の元気」プロジェクト

 自治体との連携協定：939自治体（2023年9月末）

 私の地元応援募金の寄付：総額25.3億円(2020～23年度累計)

 Ｊリーグ・日本女子プロゴルフ協会とのパートナーシップ
      地域課題解決スキーム（産官学との協業等）

取組みの基盤

地域のみなさまの
心身の健康保持・増進

地元への愛着と
暮らしやすさの向上

地域を支える企業・団体の
持続的成長

● 道の駅での健康増進イベント
● Jリーグ・日本女子プロゴルフ
協会（スポーツイベント）

● 「大人の塗り絵コンクール」
● 日本赤十字社（献血）

● 公民館（MY定期講座）
● 祭事への助成・参加
● 地元アスリート応援プログラム
● 金融・保険教育
● 行政サービス案内

● 協会けんぽ(健康経営サポート)

● 外部提携企業等との連携
（サステイナビリティ分野）

● 私の地元応援ファンド

３２１

つながり、ふれあい、ささえあう地域社会を。
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４． 「地元の元気」プロジェクト

720駅

332祭事

のべ26,964企業

9,227回

6,351講座

のべ131万人参加

■  「地元の元気プロジェクト」には、2年半でのべ906万人を超える方が参加

【プロジェクト参加者数】
のべ906万人超

道の駅での
健康増進イベント

祭事への助成・参加

Ｊリーグ等との協働

公民館での「定期講座」

自治体との連携取組み

健康経営支援
（2021～23年度上期累計）
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５． 「地元の元気プロジェクト」において
社会教育士の称号を取得した人材の活躍が期待されるフィールド

①公民館（MY定期講座）

②地域課題解決スキーム
  （産官学連携によるエコシステム形成）

③行政サービス案内

④金融・保険教育
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共同推進

５-①．公民館（MY定期講座）
■  全国約14,000館の上部組織である全国公民館連合会と「地元の『公民館』元気プロジェクト」を創設
■ 公民館が行なう地域住民向けの定期講座・講習会等の開設･運営支援を目的に、民間企業のノウハウや健康分野の知見等を活

かした MY定期講座を提供し、地域住民等の課題解決に向けた実践的教育プログラムの拡充を図る

＜地域における社会教育のめざす姿＞

つながりづくり 地域づくり

人づくり

学びと活動の好循環

公民館と民間企業等との幅広い連携・協働を実現することで
「地域コミュニティの持続的な発展を推進するセンター的役割」に貢献

地元の『公民館』元気プロジェクト

 本プロジェクトにおける実施事項の普及促進に向
けた公民館への周知・広報支援

 その他公民館機能のレベルアップに向けた実施事
項の調査・研究

全国公民館連合会
 地域住民向けの定期講座等の開設、運営支援

を目的にMY定期講座を提供
 公民館との連携を希望する民間企業等とのネット

ワーク構築、ノウハウ提供

明治安田生命

幅広く連携

自治体 地元大学 民間企業 NPO団体

・公民館との連携を希望する民間企業等とコンソーシアムを立ち上げ、当社がプライマリーパートナーとして、公民館と民間企業
等との幅広い連携･協働を実現
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■   「MY定期講座」のコンセプトは、公民館を取り巻く社会環境・地域の課題に符合する内容で設定しており、「地域が元気になる」、
「公民館ならでは」のコンテンツを提供

座学セミナー 体験型コンテンツ 地域資源の活用  コミュニティ活動支援1 2 3 4

以下①～④を基本フレームとした
「地域が元気になる」 「公民館ならでは」のMY定期講座を提供

※ MY定期講座の「MY（マイ）」は、「自分にあった」、「自分のためになる」という思いを込め設定

自治体の周知･予防事
項をフォローアップする趣
旨で、地域住民が主体
的に学習できるわかりやす
いコンテンツを提供
健康
増進

介護
認知症 子育て

座学だけでなく、地域住
民が参加してみたくなる体
験型コンテンツを提供し、
継続的な活動を支援

地域住民の健康・暮らし
に関わる不安の解消や
QOLの向上を目的に、
各地域特性にあわせた地
域資源の紹介・提供を組
み込み

参加者の課題改善・関係
構築や、講座後の継続的
な活動支援を目的に、懇
親会の設定や各種サーク
ル活動の支援メニューを
組み込み

  地域社会の課題解決や地域住民のQOL向上に資する講座テーマを設定
  地域住民が「楽しく学び」、体験活動を通じて「自分ごと化」できるコンテンツを組み込み
  地域資源の紹介・提供に加えて、地域でのコミュニティ活動・社会参画を継続支援

コンセプト概要

 ５-①．公民館（MY定期講座） 10



５-②．地域課題解決スキーム（産官学連携によるエコシステム形成）

市町村の結婚支援担当者向けスキルアップセミナー実施(年1回)
・ライフプラン設計セミナー
・効果的なイベント開催に関する情報提供、セミナー

しまね結婚支援施策推進会議（島根県主催）

（１）県内広域イベント業務
 ・独身者の出会いイベント (年4回程度)
 ・結婚意識醸成イベント
（２）市町村フォローアップ業務

①市町村訪問
・各市町村における結婚支援事業の現状把握および共有
 ・社会人向けライフプラン設計講座、県内広域イベント等の案内

②市町村相談窓口対応
・市町村からのイベント開催等に係る相談窓口の設置

島根県内19市町村

（１）社会人向けライフプラン設計講座
 ①ライフプラン設計講座
 ②教材作成(講座に参加できない企業等にも配布)
（２）企業等フォローアップ企業等における取組みの状況把握
 ①従業員等に対する意識調査(アンケート)
 ②社会人向けライフプラン設計講座、県内広域イベント等の案内

しまね縁結びサポート企業等（約330企業・団体）

（結婚相談所大手）

委託

再委託
(青字以外の業務)

講師派遣

県の事業として訪問

県の事業として訪問

県の持つ人口減少課題
の解決に貢献

■ 地域課題の解決に向けて、産学官連携による地域単位のエコシステム形成に取組み
■ 取組案件の一つとして、国の支援を活用した婚活事業（結婚支援コンシェルジュ）を島根県で実施。概要は以下のとおり
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５-③．行政サービス案内

Step1
生活課題の
確認

□ 3つのテーマにおける、住民の困りごとや紹介してほしい施設・専門家等の生活課題をアンケートで確認

健康増進 介護・認知症子育て

Step2
行政サービスの
ご案内

□ お客さまの生活課題に最適な「行政サービス（人的・物的・情報資源）」をご案内

Step3
ヒアリング

□ 行政サービス情報に関する住民の関心や利用状況等をヒアリング
□ ヒアリング結果を自治体・住民にフィードバック

自治体

行政サービスの
情報を提供

住民・地域の企業の
声をフィードバック

生活課題の確認・
最適な行政サービスを案内

住民・地域の企業の
声をヒアリング

当社 住民・地域の企業
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防災・防犯

■ 住民から、4つの分野（健康増進、子育て、介護・認知症、防災・防犯）の生活課題を確認し、最適な行政サービスをご案内



５-④．金融・保険教育

出張授業の内容

「人生100年時代の『自助』」をテーマに、「お金」と「保険」について、クイズなどを
交えながらわかりやすく説明

■ 子どもたちの金融リテラシー向上を目的として、全国各地の学校で出張授業を開催し、「自助の備え（保険・貯金の必要性）」
について学ぶ機会を提供

2020～23年度上期累計：1,320回
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５-④．金融・保険教育

テキスト

【MY LIFE！】

「人生100年時代の『自助』」をテーマに、「お
金」と「保険」について、クイズなどを交えながら
わかりやすく説明。講義形式のテキスト

【みんなで考えるお金と保険の話】

家庭科や社会科，特別活動等の学習指導
要領に対応した、「契約」「お金の使い方」「計
画的な金銭管理」等のテーマで構成。対話形
式のテキスト

■ 金融・保険教育で使用するテキストは２種類。いずれも当社オリジナル教材で、小学校用・中学校用・高校用を用意
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